
 10

【評価のトピック】 
○アウトカム指標 

“R&D Outcome Indicators ‒ What are they? How can they be used in support of R&D Policy and 

Resource Decisions? Changing Our Mental Models” 

Steve Montague & George Teather (Performance Management Network Inc.) 
・出口側からデザインされた研究プログラムの考え方や指標と結果の考え方が示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 研究開発のアウトカム指標を政策とプログラムの意思決定とリンクさせるには、以下のことが
必要である。 
－ パフォーマンスのフレームワーク／結果の連鎖を確立すること。 
－ “何”と同様に“誰（顧客）”を考慮すること。 
－ イノベーションを生み出すシステムにおけるすべての要素を考慮すること。 
－ 指標を結果のロジックと合わせること。 
－ すべてのマネージメントプロセスを統合すること。 
－ 改善と学習を絶え間なく続けること。 
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○研究開発のわかりやすい説明事例 
“Modernizing Evaluation Tools - - Value-for-Money Profile” 

   Terry Hunt (Centre of Excellence for Evaluation) 
・１つの事例として、“Value-for-Money”の適用や格付けの考え方等が示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【2007年 G8研究開発評価ワーキンググループ会合等について】 
・次回開催候補地：日本 
・ワーキンググループ会合前後に開催する国際会議の検討（企画・運営、内容、時期等） 
 




